   「出直せ！障害者自立支援法」「応益負担反対！」の願いを込めて･･･････････････
「障害者自立支援法」に関する緊急共同署名運動の推進を！
―１２月８日(金)までの２週間　短期集中、最重点課題として―
  障害者自立支援法が今年４月より実施されて以降、応益負担の導入に伴うサービス利用の抑制・断念、報酬単価引き下げ・日割り単価への変更による事業経営の悪化など、予想以上の問題が全国各地で深刻化しています。「自立支援法は、なぜ強行されたのか」「障害者福祉をどこに導こうとしているのか」など、関係者の不安・疑問、そして怒りが日に日に高まり、「応益負担反対！」「自治体独自の減免を！」など、国・自治体に対する運動がねばり強く展開されてきています。
  こうした中で、『出直してよ！「障害者自立支援法」１０．３１大フォーラム』が障害者関係団体の共同で開催され、障害・団体・地域の違いを乗り越えて、全国各地から１万５０００人の障害者・家族、関係者が東京・日比谷に集い行動しました。フォーラムでは、制度実施後の現状を多くの障害者が切々と訴え、問題を共有し、自立支援法の抜本的改善を求める運動をさらに強めていくことを確認し合いました。
  こうした共同行動の前進は、障害者運動史上かつてないことであり、その勢いは政府・厚生労働省、自治体に危機感と動揺を与え、施策上の見直しをせざるをえない状況を切り開いてきています。
  フォーラム実行委員会では、「出直せ！障害者自立支援法」「応益負担反対」を現実のものにするために、「障害者自立支援法」に関する緊急共同署名運動を全国的に展開することを決定しました。この署名は、厚生労働大臣に対し、来年度予算案が決定される前の１２月１２日に提出するものです。それだけに、約２週間の短期集中、最重点課題としてとりくんでいただくよう、よびかけているものです。
  私たち障全協は、フォーラム実行委員会に結集する団体として、この署名運動を積極的に受け止め、すべての加盟組織とその会員にこの歴史的な大運動といっても言い過ぎではない運動への参加をよびかけます。
記
１．推進期間  ／　２００６年１１月２７日（月）～１２月８日（金）〔２週間行動〕
                    　　※１２月１２日（火）厚生労働大臣に提出
２．署名目標　／　全体５０万筆　障全協目標５万筆以上
３．お 願 い　／　　・署名用紙の送付先は、障全協事務局までお願いします。
・送付にあたっては、各組織でとりまとめて下さい。
・個人単位のとりくみの場合、ＦＡＸでの送付も結構です。
※その際、｢要望事項（署名欄）｣のみの送付にして下さい。
・提出実務の関係で、１２月８日（金）必着でお願いします。
  ４．送 付 先  ／　障害者の生活と権利を守る全国連絡協議会（障全協）
                      〒169-0072　東京都新宿区大久保1-1-2　富士一ビル４階
ＦＡＸ：０３－３２０７－５６２８
